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１２. 活断層および被害地震 

 

12.1 活断層分布 

「活断層」とは，｢最近の地質時代に活動し，将来

も活動することが推定される断層｣１），あるいは｢最近

数十万年間に概ね数千年から数万年の間隔で繰り返し

活動し，その痕跡が地形に現れ，今後も活動を繰り返

すと考えられる断層｣２）と定義されている。 

日本列島には 2000 以上の活断層があり，そのなか

でも中部～関西地方は全国でも活断層が密に分布する

地域である。「新編日本の活断層」１）によると愛知･岐

阜･三重の東海三県には，大小あわせ180以上の活断層

が抽出されている。 

平成7年の｢阪神・淡路大震災｣以降，全国で活断層

調査が精力的に実施され，中部地方でも主要な活断層

について調査が行われた。表-12.1 に本地域の主要な

活断層の性状概要を，図-12.2に位置図を示す。 

中部地方の活断層は，北北西-南南東走向の断層が

最も多く，代表的な断層帯は，濃尾平野西縁部を画す

る「養老－桑名－四日市断層帯」，

根尾谷に沿った「濃尾断層帯」（根

尾谷断層），阿寺山地の山裾を通る

「阿寺断層帯」などがある。 

このうち「濃尾断層帯」根尾谷

断層は濃尾地震（1891）の起震断

層となっている。「阿寺断層帯」は

長さ 80km におよぶ断層群である

が，その一部（北部）は最近活動

した形跡が認められないため，近

い将来に活動する可能性があり，

今後30年の発生確率は6-11%と最

も高く判定されている。 

東北東-西南西走向の断層は，北

北西-南南東走向の断層に次いで

顕著な断層系で，恵那山地･三河山

地の北西縁をなす「屏風山･恵那山

断層帯」と延長部の｢猿投山断層

帯｣，飛騨山地を刻む「高山･大原

断層帯」などがある。このなかで

は「恵那山-猿投山北断層」帯は発

生確率が最も高く 0-2%とされて

いる。 

調査結果の詳細は，各県の出版

物やホームページ（参考文献 4），

7)～9)）で公表されているので，

断層の活動性や，既往あるいは計

画構造物が活断層の位置にあるか

は，これらによりチェックを行う

ことができる。 

 なお，現在のところ詳細調査は，

位
置

隆
起
側

横
ず
れ

地震規模
(長期）

(M)

発生確率
（今後30年以内)

下呂市(旧）,同萩原町,中津川市加子母 (東） 左 主部/北部　約3400～3000年前 6.9 6 - 11%

中津川市(旧),同加子母,同付知,同坂下,
同山口

(北東） 左
主部/南部
　　　　　　西暦1586年(天正地震)

7.7 ほぼ　0%

中津川市加子母 右 白川断層帯　　不明 7.3 不明

中津川市加子母 右 佐見断層帯　　不明 7.2 不明

関ヶ原町 東 (左) 主部/北部　　17世紀頃 7.6 ほぼ　0%

関ヶ原町 左 主部/中部　　約7200～7000年前 6.6 不明

関ヶ原町,大垣市 (東） 左 主部/南部　　約4900年前～15世紀 7.6 ほぼ　0%

長良川上流断層帯 岐阜県 郡上市八幡町,同大和町 西 左 不明 7.3 不明

高山市(旧),同清見町 右 高山断層帯　　不明 7.6 0.70%

高山市国府町 (南東） 右 国府断層帯　約4700～300年前 7.2 ほぼ0－5%

高山市高根,同朝日 (北西） 右 猪之鼻断層帯　不明 7.2 不明

北西部 (北東）

南東部 (南西）

本巣市根尾,山県市高富,同伊自良 左 主部/根尾谷断層帯　 西暦1891年 7.3 ほぼ　0%

(福井県） (北東） 左 温見断層/北西部　　　西暦1891年 6.8 ほぼ　0%

本巣市根尾 (南西） 左 温見断層/南東部　　　　不明 7.0 不明

本巣市根尾,山県市美山,関市武芸川,関
市(旧）,美濃市

(北東） 左 武儀川断層　　　　　　　　不明 7.3 不明

揖斐川町藤橋,本巣市根尾 (南西） 左 揖斐川断層帯　　　　　1～10世紀 7.1 不明

岐阜市,各務原市 左 主部/三田洞断層帯　　　不明 7.0 不明

岐阜-一宮断層帯
岐阜県
愛知県

岐阜市
一宮市,稲沢市

北東？
一部は濃尾地震（1891）で変位差を発
生したとされる

- -

中津川市,恵那市,瑞浪市 南東
屏風山断層帯
　　　　　　　　　　　13～16世紀

6.8 0.2－0.7%

恵那市,八百津町,白川町 南西 赤河断層帯　　　　　　　　不明 7.1 不明

東部 南東 (右）

西部 右

みよし市,豊明市,大府市,東浦町,高浜市 西 猿投－高浜断層帯　約14000年前 7.7 ほぼ　0%

北部 西

南部 東

天白河口断層 愛知県 名古屋市 南？
約15～16万年前以降の活動履歴はな
い

- -

養老-桑名-四日市
断層帯

岐阜県
三重県

養老町,海津市南濃,同海津
桑名市(旧),同多度,四日市市

西 13～16世紀 8.0 ほぼ 0－0.7%

鈴鹿東縁断層帯 三重県
いなべ市藤原,同北勢,同大安,菰野町,鈴
鹿市

西 約3500～2800年前 7.5
ほぼ 0－0.1%

0.001%
亀山市(旧),同関,津市芸濃,同美里,同久
居

西 西部　　　約28000～400年前 7.4 ほぼ 0－1%

亀山市(旧),同関,津市芸濃,同安濃,同美
里,同久居

西 東部　　　11000年前頃 7.6 0.00%

常滑町沖 東
主部/北部
　　　概ね1000～500年前

7.2 ほぼ 0%

美浜町・南知多町沖 北 不明
主部/南部
　　　概ね2000～1500年前

6.9 ほぼ0～0.002%

愛知県
三重県

美浜町沖
津市河芸沖

北 不明
白子－野間断層
　　　概ね6500～5000年前

7.0 0.2～0.8%

***
同左

左

予想される地震****

最近（数十万年前以降）の

活動履歴***

ずれのセンス**

主部/梅原断層帯　　　西暦1891年 7.4

布引山地東縁断層
帯

東海市,知多町,阿久比町

ほぼ　0－2%

加木屋断層帯　　　　不明 7.4 0.1%

恵那山－猿投山北断層帯
　　　　　　　　　約7600～5400年前

7.7

ほぼ　0%

愛知県

**
地震調査研究推進本

部HP等による

断層名 主な分布位置*

山県市高富,同伊自良

岐阜県

屏風山･恵那山－
猿投山断層帯

****
同左(平成22年1月1日現在)

－  ：活断層の可能性が低い
不明：情報量が不足

濃尾断層帯

伊勢湾断層
愛知県

岐阜県
愛知県

*
(旧）は市町村合併前の旧市内

恵那市上矢作,同岩村,瑞浪市,土岐市
瀬戸市,豊田市藤岡,豊田市(旧)

三重県

柳ヶ瀬・関ヶ原断層
帯

岐阜県

岐阜県

高山・大原断層帯 岐阜県

阿寺断層帯 岐阜県

表-12.1 主要な活断層一覧表（文献4)を編集） 

図-12.1 日本の活断層分布３） 
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主要な活断層についてのみ実施されており，その他の

多くの活断層については詳細調査は実施されていない。

活断層は前触れもなく再活動し大災害を発生させるこ

ともあるため，今後はこれらの断層についても留意し，

重要性に応じて追加調査を行うことが望まれる。 

12.2 被害地震 

地震は発生位置により，陸域浅部を震源とする内陸

部の地震（｢直下型地震（マスコミ用語）｣とも呼ぶ）

と海域のプレート間に発生する「海溝型」地震に区分

できる。このうち，直下型地震ではマグニチュード（Ｍ）

７を越えるような大地震の場合，大きな被害をもたら

し，かつ活断層を震源としていることが知られている。

過去の被害地震等の震央分布を図-12.2に示す。 

内陸部の地震のうち，天正地震（1586年）は戦国時

代末期に発生した巨大地震で，近畿～東海～北陸地方

の広い範囲が揺れた。被害は飛騨白川谷（山腹崩壊）

と木曽川河口（島の沈没）が甚大であったほか，伊勢

湾には津波が発生している。このため天正地震は御母衣

断層と養老断層が連動した双子地震といわれている５）。 

飛越地震（1858）は江戸時代末期の安政年間に発生

図-12.2 主要な活断層と地震の震央分布 

活断層：文献2)に伊勢湾断層（文献7））を追加 

地 震：文献6)ほかを編集，主要な被害地震は赤丸で表示 

表-12.2 主要な被害地震一覧表（文献6),7)に加筆） 

西暦 和暦 東経/北緯 地名

1586 天正13 天正地震 136.9/36.0.
伊勢湾

(飛騨白川？）
M7.8±0.1 7

白川郷,大垣,木曽川河口(長島)等で死者6,000,
家屋倒壊8,000。津波があり被害大。

1707 宝永4 宝永地震 135.9/33.2
熊野灘
(遠州灘?)

M8.4 5

南海トラフ沿いの巨大地震。津波を伴い,尾
鷲付近を中心に,死者1,100人以上,家屋倒
壊･流出3,000棟以上。枇杷島,津島も被害
甚大。

1854 安政1 安政東海地震 137.8/34.0 遠州灘 M8.4 5

東海道沖の巨大地震。地震動および津波
により関東から近畿にかけての広範囲で
被害。死者2,000～3,000,住家全壊･焼失約
30,000。

1858 安政5 飛越地震 137.2/36.4 飛騨
M7.0
～7.1

7

内陸部の巨大地震。震度5以上は京都か
ら長野まで及び,死者426人・家屋の全半壊
2190戸,山崩れも多い。跡津川断層の活動
と考えられる。

1891 明治24 濃尾地震 136.6/35.6 美濃 M8.0 7

内陸部の巨大地震。死者7,273人,全壊
142,177戸。被害は美濃・尾張・伊勢北部ま
でおよび,濃尾平野では液状化が顕著に発
生した。濃尾断層系が活動し,地震断層が
出現した。

1944 昭和19 東南海地震 136.6/33.8 熊野灘 M7.9 6
熊野灘の巨大地震。死者･行方不明者
1,233人。尾鷲市を中心に津波被害が甚大
で,名古屋でも重工業地区に被害大。

1945 昭和20 三河地震 137.1/34.7 渥美湾 M6.8 7

渥美湾を震央とする直下型地震。幡豆郡
では地表部に地震断層（深溝断層）が現
れ,被害甚大。死者2,306人,住宅全壊7,221
戸。

被害概要
推定
震度

発生年
地震名

震央位置
規模
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し，飛騨地方から北陸地方にかけて山崩れや天然ダム

の決壊により土砂災害･水害をもたらした。この地震は

跡津川断層の活動によると考えられている６）。 

明治時代以降の地震には，濃尾地震（1891），三河

地震（1945）などがある（土質編で詳述）。これらの地

震では地震断層の近傍に人的・建物被害が集中する傾

向が認められたが，しかし，地震規模に比較して地盤

変動・地盤災害・斜面災害も多い特徴がある。 

海溝型の地震としては，宝永地震（1707），安政東

海地震（1854），東南海地震（1944）などがあげられ，

これらの地震では広域に被害がおよび，沿岸部，特に

リアス式海岸に津波被害をもたらすことを特徴とする。 

12.3 東海地震，東南海地震および南海地震 

東海地震・東南海地震・南海地震は駿河湾から九州

にかけての南海トラフを震源域とする海溝型の巨大地

震で，100 年から 150 年の間隔で連動して発生する傾

向がある（図-12.3）。最近では1944年（東南海地震）

と1946年（南海地震）に活動したが，この時には東海

地震は発生していない。したがって東海地震は安政東

海地震（1854年）から現在まで150年以上の休止状態

が続いていることになる。このため，近い将来に活動

する可能性が非常に高く，今後 30 年間の発生確率は

87%と見積もられている４）。東海地震では，愛知県三河

地域の一部で震度６を越え１０），伊勢・志摩地方では大

きな津波が襲うとされている。 

東海地震は｢いつ起きてもおかしくない」状態にあ

るといえるが，仮に発生が遅れて相当期間を要した場

合には，東南海地震・南海地震の次の活動期に近づい

てくる。この場合には，東海地震に連動してこれらが

同時に発生する可能性もあり１１），今後の地震活動・地

殻変動や予知情報等の推移が注目される。 
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図-12.5 東海地震＋東南海地震＋南海地震の震度予測１１）

図-12.4 東海地震の震度予測(強震波形計算による）１０） 

図-12.3 東海地震・東南海地震・南海地震の履歴 
（文献11)を編集）
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